
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

蓮田市家庭教育支援チーム 

 （呼称：蓮田家庭教育支援チーム） 

 

②活動拠点 なし 

③活動範囲 蓮田市内全域 

④組織体制 

 

   ７ 人 

埼玉県家庭教育アドバイザー６名、他１名 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

蓮田市教育委員会生涯学習部子ども支援課企画担当 

蓮田駅西口行政センター「プレックス・キッズ」 

（TEL）048-764-4115   （E-mail）hasuda_ss@city.hasuda.lg.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・「WA になってあそぼう」 

概ね 1 歳児～3 歳児親子を対象に年５回程度開催。 

親子レクレーションや「バスでおでかけ」などを通して、子育て仲間を作った



り、親子で気分転換を図っている。 

・「ちょっとほっとタイム」 

乳幼児親子を対象に月 1 回程度開催 

子育て仲間を作る機会が減っているため、手あそび、体あそび、フリート

ークをしながら交流や情報交換を図っている。 

・小学校就学時健診における子育て講座 

「あなたの子供のよいところ探し」等をテーマにグループワークを実施。 

・中学校入学説明会における子育て講座 

「思春期の心」等をテーマにグループワークを実施。 

・家庭教育学級（小学生保護者対象）における親の学習 

・「親子ふれあい村」 

イベントのスタッフとして、親子ふれあい遊びの手伝い。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

孤立しがちな乳幼児保護者のために、蓮田市教育委員会と連携しながら

「WA になってあそぼう」「ちょっとほっとタイム」を開催し、保護者同士の交流

のきっかけや子育てのヒントを得る機会となっている。 

また、市内小中学校における「子育て講座」や家庭教育学級における「親

の学習」では、自分と同じ考えや悩みを持つ保護者がいることを知って安心

し、また一方で自分とは違う考え方に触れることで、自分の子育てを見直す

良い機会となっている。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


